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細野
　
まず自己紹介がてら、これまでどん
な言語を勉強してきたのかをお話しいただけますか？油尾
　
今はチェコ語を専攻しているので
すが、高校の時にドイツ語をやっていました。その時からドイツ できる大学に行きたいな、と外大の 専攻を志望していました。けれども、あるときからもっとドイツ語以外に視野を広げようと思い、フランス語、デンマーク語、スロヴェニア語、ポーランド などをやっていました。その中で一番しっくりきたのがチェコ語だったんです。研究内容と ては、ドイツとの接触の中でどういう影響があったの
か、という言語接触の分野をやっています。そうそう、あとは北欧の言語にも興味があってやって ましたね。北欧語は一通りまんべんなくやっていました。デンマーク語、スウェーデン語、ノルウェー語、フィンランド語、あとはアイスランド語もやっていました。北欧語の中で一番長くやっていたのはなぜかフィンランド語で、ずっとフィンランド文学の本を原書で読んでたような気がします。梅田
　
私も油尾さん同様にヨーロッパばか
りなのですが、まず英語はもちろんずっと学校教育の中でやっ その高校でドイツ語を選択する機会がありましたので、週一回ドイツ語の授業に出ていま
した。そして外大のドイツ語に入り、副専攻語でフランス語をとりました。大学では英語の授業をとっ いなかったのですが、英語とフランス語とドイツ語を大学 勉強したという形になるかと思 ます。それに、大学入学直後からハンガリー人と知 合う縁があっ のでハンガリー語も続けています。今は授業でスウェーデ リトアニア語をとっている すが、去年は一年間チェコ語の授業もとって ました。まじめに勉強したも は四、 五言語がせいぜいなのですが、いろいろ興味があって本を集めたりしている言 でしたら そ 他のヨロッパ言語にもたくさんあります。佐藤
　
私は高校の時に古代中国に関心を
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24時間フル言語宣言！
──言語系男子の白熱座談会
外大生のなかでも、言語をこよなく愛する三人に集まってもらいました。言語を勉強することがとても楽しいと語る彼ら。今まで学んだ言語はいったい何ヶ国語
⁉　
新入生に向けて、チョット変わったおすすめの
勉強法も伝授！
　
在学生も楽しめる必見の言語トークです。
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持っていました。その後、歴史があって大きな国、と う繋がりでインドに興味が移ってい 、古代インドに関心を持ちました。そしてサンスクリット語をやろうと思ったんです。 の経典で 『バガヴァッド・ギーター』
（岩波文庫）
という
とても有名なヒンドゥー教の経典 あって、それを和訳で読んでと も感銘を受けました。 「昔のインド人はこんなこと考えていたのか、じゃあ今のインド人はこの経典をほんとに生活に活かして生きているのかな」 というのが知りたくなっ 、 ヒンディー語をやろう 思い立ちまし 。大学二年の夏に
A
A研でパンジャービー語研修が
あって、それに出てみたところハマってしまいまして。その年ベンガル語の授業にも出ていて、その翌年の夏はスィンディー語の研修のために大阪に一か月間行きました。サンスクリット語も大学に入っ 時 ら同時並行でやって たね。あとは副専攻語でアラビア語もとりまし 。こ はヒンディー語に ラビア語の語彙がたくさ入ってきているからです。それ 今思えばペルシア語の語彙も入っている で、ペルシア語もかじっ おいてよか たなと思っています。最近はカシュミール地方で話されているカシュミーリー語と、あとスィン
ディー語とパンジャービー語によく似ているといわれているサラーエキー語、マラーティー語を始めました。村田
　
そもそも語学をなぜそこまでやろう
と思ったのですか？油尾
　
私の場合、きっかけはやはりドイツ
でした。小さいころに旅行でドイツのバイエルン州とスイスに連れて行ってもらったことが記憶に残って たんです。私はいわゆる帰国子女でその当時まだアメリカにいて、アメリカからドイツに旅行に行ったんです。その時に見たノイシュヴァンシュタイン城で ガイドの人たちが アーの観光客相手に中世紀からのドイツの歴史をえんえんと語っ いるんですよ。アメリカは翻ってみてもたかだか二、 三〇〇年しか歴史がないんですよね。だ それを聞いた時に、ここは本当に歴史のあ 国なんだ、と思って、そこから興味を抱 たことがドイツ語を学ぶ とへと繋がっていったのかな、というふうに感じ います。梅田
　
私は単純に中学校で始めた英語の勉
強が楽しかったから、そ から ろんな言語への興味がわいてきたという感じ 。当時、わりと英検を受ける 生たちが周り
にも多くて、どんどん上を目指そうと勉強していて、それが楽しかったというのがあります。受験期には世界史の勉強をしていたこともあっ 中東の歴史やアラビア語に興味があっ 、
N
H
Kの「アラビア語
講座」を録画 見るのにハマっていましたね。外大のアラビア語専攻 入ることも考えたのですが、私はとて 胃腸が弱いです（笑） だから向こう 行って勉強するということを考え 場合に、絶対無理だなと思って。まあそれだけ 理由じゃないんですけど。もうちょっと何ていうか、暮らしやすそうな国へ、と思ってドイツ語専攻にしました。佐藤
　
私はまったく反対で、中学に入って
英語が全くできなかったんです。ず 赤点をとっていま た。赤点は三つとると進級できないんですね。数学も壊滅的にできなくて数学が二科目、英語も二科目あって、これは困った あ、と思いながら 赤点スレスレのところで中学生活は終えました。ところが、高校に入ったらなんと漢文の授業があって、これも 。漢文も赤点になっちゃう。いったいどうしたら んだろうって（笑） 。そ でそろそろやらなきゃな、と思って英単語を覚え始め んです。単語がわかる 意外と読めるというこ
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とに気がつきました。読めるようになるとどんどん楽しくて進歩を見せ始めたんですね。それと並行して漢文も音 していました。 その時 漢文の授業で 『論語』 の一説 「子曰く吾十有五にして学に志す」を知ったのですが、その時私もちょうど一五歳だったんです。孔子と同じ歳だ！
　
と思って論
語を読んでい らますます楽しくなってまって、音読を続けていました。そ 結果、漢文が得意科目の一つになってしまい、それとともに言語を学習する うのは楽しいなと思うようになりました。細野
　
新入生におすすめの勉強法はありま
すか？油尾
　
語学の勉強は正攻法しかないですよ
ね。例えばテキストなら読む以上はちゃんと読む、というぐらいしか私はないのかなと思います。学校で出された課題をやるというのも一つだ 思いますし、あと 自分で興味を持ったものを素直にずっとやり続けることくらいかな 。梅田
　
新入生のやる気をそぐかもしれない
んです ど、私は教科書丸写しと うのが一番いいと思って ます。とにかく教科書に載っている例文を書き写す。語学を勉強
するというのはとても疲れるんです。毎日続けるのはとても大変。でも写すという作業は頭の問題ではなく、体力の問題なので、体力さえあれば風邪を引いていて できますし、日々のコンディションにはばらつきがあると思うので が、写すだけなら誰でもできる。非常に やす んです。写しても忘れないかといわれ これが忘れるんですね。でも写した時 方が頭に残る程度はかなり違ってくるんじゃないかと思っています。 すから何というか予防薬みたいなものです。油尾
　
たしかに声に出したり書き写して何
かに残すっていう いい すよね。梅田
　
いろいろな言語をやってみると、ど
うしても身につかな 言語と うのが出きます。私は副専攻語のフランス語があまり身につかなくて苦労しました。けれども、やっていないことがありました。やはり教科書を書き写していなかったのです。今思うとそこで違 が出たかな、と。でも全部の言語でそれをやる必要は いと思いね。その言語と一生付き合っ いこうというのであれば、教科 を丸写しするくらいのことをした方がたぶん地盤 りすると思います。覚悟のある方にはぜひおすすめしたい方法です。
佐藤
　
わたしはどちらかというと音読を物
凄くします。同じ文章を何百回も読んで自分の声を聴いて覚える。ヒンディー語は授業の前に最低百回くらい読んでいく。そうすると一回の授業で読む二段落くらいであればほとんど暗記できる それで力はつと思います。そして、常に私のポケットには単語帳が入っています。今日持っているのはたまたまスィンディー語の単語帳ですね（一同感嘆の声） 。最初はノートに単語を書いて、意味は赤で書いてシ ト 消してたんですけど、持ち歩きづら 。この単語帳だと並べ替えもできる。わからなかった単語をよけておいて あとで重点的に覚えることもできる。丸暗記してその単語帳を一切持ち歩かなく よくするこ を私は単語帳や辞書を〝潰す〟と呼んでい す。もちろん忘れちゃいま が、とりあえず一回その本を潰したという自信を自分で持つのです。それに勝る快感はないなと思っいます。私 勉強法をおさら します 、まず極端に物凄い量 音読する。次に、単語カードを自分で作ってわからな 単語だけを重点的にやっていく。その方法で単語帳あるいは辞書 一冊ずつ潰していく。これを後輩にやれやれと言って るのですが、なかなかやりませんね。
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梅田
　
それは大学に入ってから開発した方
法ですか？佐藤
　
はい。というのも、ヒンディー語の
単語帳は日本では出版されていないんです。どこからも出ていないので、自分で作らないといけない。辞書にはとてもよいヒンディー語・日本語 典がある それさえ引いていけば自分で単語帳が作れるのです。細野
　
学習サイクルなどはありますか？
油尾
　
昔は午前中に言語学関係などの理論
寄りのものをやって、午後からはチェコやドイツ語をやっていました。あ は頭の中で常に、これ何て言うんだろう 、今自分が思ったことをチェコ語にしたらどうなるのだろうか、とかちょっとしたところで考えたり言ったりしています。それが習慣になっていますね。梅田
　
学習サイクルの確立というのは非常
に難しいと思いますけれども 一つ言えるのは、通勤通学の時間を使 ことだと思っています。たとえば旅行会話本などを眺めていると、楽しいですし、覚えなくても何かしら残るところはあるんじゃ いかと。そういった電車の中の時間でも語学に触
ることはできると思います。ただやはり小説も読みたいのでそことの兼ね合いが難しい。本を読みたいけど語学もやりたい。電車内の時間は、そういう楽しい時間でもあり、悩みどころでもあるんです。佐藤
　
私の音読はもう通学時間に電車の中
で読めるようなものじゃなくて、ほんとに取っ組み合いなんであまり人の見てないころでやっています。梅田
　
図書館とかで勉強されることもあま
りない？佐藤
　
ないですね。うちにサボテンが一鉢
あるのですが、それに向かってど りつけるように音読しています。もう大声で元気よく！梅田
　
ヒンディー語とかの詩を？
佐藤
　
はい。だからあのサボテンもトリリ
ンガルくらいにはなってると思 （一同爆笑） 。村田
　
さて、最後に新入生に何かエールを
お願いします。油尾
　
入学してすぐの難関はやっぱり専攻
語でしょうね。週六コマ（二〇一二年度り五コマ）あって、一番ナーバスになるところだと思います。実際に入ってみたら合
わないな、ということも結構あると思うんですよ。私もそ だったんですけれども。それはそれで四年間せっかくいるのですから、専攻語は義務的にやる、で できれば好きになってほしいっていうのが一番ですね。先生方はみん 厳し ように見えて、やっぱり専攻語を好きになってほしいという思いがあります。それ できるだけみんなも感じ取って好きになってもらいたいなと思います。あとは専攻語と近いところの勉強を何でもよいのでやったら、何かそれが他の ころで実りになるんじゃないか 。梅田
　
外山滋比古さんが『新・学問のすす
め』
（講談社学術文庫）
という本の中で、 「学
校でやった外国語がその人の青春を決定る」と言っています。み さんは、外大に入った以上、青春時代を外国語ととも 過ごすわけですから、悔いのないように頑張ってほしいです。佐藤
　
本をたくさん読んで、語学を猛烈に
やって、できれば自分の専攻語で独自の文体が確立できる、そういう域に達することを目標にし もらえ いかなと思す。私と同じようなタイプの人間が新入生の中にいて、この記事を読んで、なるほど文体か、と気に留めてもらえたら れしいです。
